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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・コメディカルのローテーション（小川さん・坂本さん）研修実施中。
・5/19(火)・5/20(水)　第1回法人研修実施予定。
・5/20(水)看護学生実習予定。（慶長SGM対応）

・5/25(月)～5/27(水)の3日間昇格試験あり、該当者は5/20(水)まで試験予定日を慶長SGMへ報告する事。
＜利用者様情報＞

・根地戸　恵　様～｢なんか不安だ｣｢なんか落ち着かない｣と訴えており、状況を確認。「特に何もないけど、他の人の事が気になって不安になる」｢早く帰ろうかな｣と不安を訴えており、傾聴。最近、利用日には定時まで利用することが出来ていることを評価し、今後の生活のために不安解消法を見つけながら、過ごして行く事を提案すると、了承。本人が実践できる不安解消法として、「何か不安になった時はすぐ相談する」「変に考えないようにする」と挙げており、以降は他利用者やスタッフと表情良く交流しながら定時まで過ごすことが出来ている。

・高橋　洋子　様～午前中のプログラム開始時から声高に話すことが目立っており、状況を確認。本日朝6:00に起床し、弁当作りで台所を私用していたが、娘様に「うるさい」「早く行って」等、大声で言われたとのこと。言われた時はだまって聞き流し、そのままデイケアに来所したとのことだが、イライラしたと話している。本人の話を傾聴し、イライラした気持ちをデイケアで発散させることを提案すると了承している。以降、各プログラム中積極的に発言する事や、表情良く他者との交流みられている。プログラム終了時には「落ち着いたよ」と穏やかに話している。

・内田　勇三　様～アルツハイマー型認知症にて当院通院中（主治医：深澤Dr）。日中は自宅で過ごしていることが多く､外出する機会も殆どないことから､日中活動の場としてデイサービスの利用を検討したものの､｢麻雀が出来ない｣｢風呂に入りたくない｣等の不満があり､導入に至らなかった。上記により精神科デイケアの利用が検討され､本日､デイケアを見学。妻とともに見学し､説明にも理解を示している。友人作り､余暇活動として利用したいと本人も希望している。｢麻雀は7時間くらい続けてやるもんだから､一日中麻雀をしたい｣等と話しており､麻雀以外でも､運動療法やレクリエーション等を実施し､リハビリテーションを実施することを勧めている。一度体験利用することを勧め､5月25日（月）9:30～デイケア体験利用の予定としている。

・大下　良悦　様～メモ帳を常に携帯しており、スタッフへの確認や報告が多く見られている。夜勤スタッフが、電話対応している際も上ずった声でスタッフを頻回に呼びかけ報告している。時々、次に取る行動を決めれず足踏みをしている様子みられている。

・鈴木　真知子様～就床前にも多飲水見られている。部屋は大量のチラシや洗濯物で乱雑になっている。一昨日の尿失禁するがそのままの状態に寝ようとする事あり、就床前の注意や指導は素直に聞き入れている。今朝は、衣類8枚も重ね着しており注意するも「これ以上脱いだら寒いでしょう」と反発する事みられていたとの事。通所後は、トイレにハンドタオルの忘れ物があったと他利用者が届けてくれ、スタッフが確認すると茶色い汚れと不消化したような物が付いている。鈴木様のハンドタオルか確認すると、自分の物とのこと。汚れについて、嘔吐物か排泄物か確認すると、「言っていいのかなー？」と返答に迷っている様子。「大きい声では言えないんですけど、トイレットペーパーが無かったから拭きました。」「それ、どうすればいいんでしょう？」と、話される。不潔行為であることや汚物を放置した行動を振り返ると、「トイレに入る前に見ればよかったですよね。」「どこに捨てればいいのか分からなくて…。」と、処分の仕方が分からなかったこと等を話されている。排泄前にトイレットペーパーの確認をすることを伝え、汚染物はスタッフと一緒に処分している。

・佐藤　ミツ子様～来所後、検温を行わずテーブルに伏して眠っている。夜中、1時半に目が覚めて眠れなかったと話している。プログラム中も眠気が強い様子で、スタッフに「少し眠っても良いですか」と断わって休まれている。時折、居眠りが見られる為、夜間の睡眠に影響がないよう声掛けを行っている。

・倉橋　生子　様～朝のミーティング中、食事当番であるペアの方が外出すると聞いたとたん、パニック状態となり訳が分からない発言聞かれている。明日の当番と話し合うよう促すも独走している。次の当番の方が一緒に行う事を伝えると落ち着く事が出来ている。時折、不機嫌さみられるも問題なく過ごしている。

・八木橋　牧雄様～昨日、定時になっても来所せず、欠席の連絡がない為16時40分・16時50分に電話を掛ける。呼び出し音は鳴るが電話には出ない為、うみねこ幸房へ昨日の仕事の状況確認。遅く来たが、いつもと変わらず仕事をしていたとの事。AOMへ状況報告し、17時安否確認の為スタッフ2名で自宅へ訪問する。インターホンを鳴らすが返答なく、自宅周辺を捜索するが見当たらない。17時30分再度、電話を掛けると保留音があるが、すぐに切れる。以後、自宅の中で携帯電話の着信音が鳴っている状態で、留守番電話に心配している為、連絡が欲しい事を残す。インターホンを鳴らすが、返答なく郵便受けに手紙を入れ、18時一旦青陽館に戻り、連絡を待つがその後も連絡なし。19時30電話するが、電源が切れている状態となっている。20時20分再度自宅訪問した際、部屋に明かりが点いている為、ドアをノックし声を掛けるが、返答はない。郵便受けに安否確認の手紙を入れ、明日うみねこ幸房へ行く事が出来たか確認する事としている。主治医・うみねこ幸房へ情報提供している。本日、うみねこ幸房へスタッフが会いに行っている。本日、来所後本人と話し合う予定となっている。　

＜外来情報＞

・木村　美智子様～受診時、本人から涎と身体の動かし難さと足の脱力感の訴えあり、バチールを減薬処方されている。幻聴の悪化やイライラ感の出現など病状への変化に注意していくよう指示あり。また、尿の出難さ訴えており、様子を見るよう説明を受けている。
